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活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員
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長
崎
く
ん
ち
の
華

　
　
　
　
　
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」！

　

３
８
４
年
の
伝
統
と
歴
史
を
誇
る
諏
訪
神

社
の
秋
の
大
祭「
長
崎
く
ん
ち
」は
、
台
風
25

号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
３
日
間
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

庭
先
回
り
で
は
、
根
曳
衆
が
豪
快
に
船
を

引
き
回
す「
本
古
川
町
の
御
座
船
」、
太
鼓
山

を
空
高
く
放
り
投
げ
ピ
タ
ッ
と
受
け
止
め
る

「
椛
島
町
の
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」、
鮮
や
か
な
朱
色

の
唐
人
船
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る「
大
黒
町
の
唐

人
船
」な
ど
が
披
露
さ
れ
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
音
色
な
ど
に
市
民
や
観
光
客
は
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

  

傘
鉾
パ
レ
ー
ド
は
壮
観
！

　

ま
た
、
長
崎
市
役
所
前
か
ら
旧
県
庁
跡
地

前
ま
で
、
７
つ
の
踊
町
の
傘
鉾（
か
さ
ぼ
こ
）が

一
斉
に
練
り
歩
く「
傘
鉾
パ
レ
ー
ド
」も
催
さ
れ
、

見
物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
踊
り
町
の
先
頭
に
入
っ
て
く
る
の
が「
傘

鉾
」で
あ
り
、
町
の
プ
ラ
カ
ー
ド
の
役
目
を
果

た
し
ま
す
。

　

傘
鉾
に
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
装

飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
重
さ
は
約
１
３
０
〜

１
５
０
kg
で
、
心
棒
の
最
下
部
に
は一
文
銭
を

２
，５
０
０
枚
か
ら
３
，０
０
０
枚
を
結
わ
え

付
け
、
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
さ
れ

て
お
り
、
市
中
を
練
り
歩
く
傘
鉾
は
壮
観
な

も
の
で
す
。

 
長
崎
く
ん
ち
か
ら
郷
く
ん
ち
へ
！

　

長
崎
人
は
、
笛
と
太
鼓
の
シ
ャ
ギ
リ
の
音
を

聞
く
と
、
心
は
と
き
め
き
仕
事
も
手
に
つ
か
な

い
と
か
・・・
諏
訪
の
森
に
シ
ャ
ギ
リ
の
音
が
響

き
、
各
踊
町
の
関
係
者
は
諏
訪
神
社
・
中
央

公
園
・
お
旅
所
・
八
坂
神
社
な
ど
で
の
奉
納

踊
り
や
庭
先
回
り
な
ど
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
消
化
し
ま
し
た
。

　
「
く
ん
ち
」過
ぎ
れ
ば
本
格
的
な
秋
到
来
、

地
域
伝
統
行
事
の「
里
く
ん
ち（
秋
季
大
祭
）」

が
開
か
れ
、
五
穀
豊
穣
・
ふ
る
さ
と
の
繁
栄
や

安
全
を
祈
願
す
る
等
、
氏
神
様
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
奉
納
踊
り
や
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
長
崎
の
伝
統
文
化

を
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

い
の 

う
え　
　

  

し
げ 

ひ
さ

　
　

長
崎
市
議
会
議
員　

井
上　

重
久

長崎くんち・「椛島町のコッコデショ」庭先回り、
平成30年10月9日、市役所西広場前

長崎くんち・小川町人数揃い、平成30年10月4日、NBC前

長崎くんち・「本古川町の御座船」庭先回り、
平成30年10月9日、市役所前

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
今
夏
の
最
高
気
温
が
35
度
以
上
の
猛
暑
日

が
記
録
的
と
な
る
な
か
、県
内
自
治
体
の
首
長

は
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
見
解
を
示

し
、一
般
会
計
補
正
予
算
の
中
に
設
計
費
や
設

置
費
な
ど
の
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

長
崎
市
は
、現
在
、建
て
替
え
を
進
め
て
い
る

「
伊
良
林
小
」「
仁
田
佐
古
小
」「
外
海
中
」へ
の

設
置
費
に
加
え
、ほ
か
の
小
学
校
60
校
と
中
学

校
38
校
で
の
設
置
に
向
け
た
設
計
費
が
計
上

さ
れ
た
。

　

中
学
校
を
最
優
先
に
２
０
１
９
年
６
月
ま

で
に
市
内
の
全
中
学
校
と
小
学
校
の
一
部（
12

校
）に
、残
り
の
小
学
校
は
２
０
２
０
来
年
３

月
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

▼
長
崎
市・４
道
路
整
備
促
進
協
議
会（一
般

国
道
34
号
道
路
整
備
促
進
協
議
会
、一
般
国
道

４
９
９
号
道
路
整
備
促
進
協
議
会
、長
崎
外

環
状
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
、一
般
国
道
２

０
２
号(

福
田
バ
イ
パ
ス)

道
路
整
備
促
進
協
議

会
）は
、10
月
５
日
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
に
対
し
、「
道
路
整
備
の
推
進
と
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
」「
一
般
国
道
34
号
の
整
備
推
進

に
つ
い
て
」「
都
市
計
画
道
路
東
長
崎
縦
貫
線

の
整
備
促
進
へ
の
御
協
力
に
つ
い
て
」の
要
望

活
動
を
行
っ
た
。そ
の
後
、意
見
交
換
で
は
関

係
団
体
・
地
元
代
表
と
し
て
地
域
の
要
望
を

訴
え
た
。

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の
備
忘
録
8
月
〜
10
月

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典
（平成30年8月9日、平和公園）

長崎市立中学生議会
（平成30年8月24日、長崎市議会本会議場）

ながさき幕末維新祭セレモニー
（平成30年9月1日、グラバー園）

福田地区安全・安心のつどい
（平成30年10月14日、福田本町公民館）

第44期不動設計労組定期大会
（平成30年10月5日、地本労働会館）

三菱関連労連ファミリーフェスタ2018
（平成30年９月23日、結の浜マリンパーク）

市
民
ク
ラ
ブ
平
成
31
年
度
政
策
要
求
！

市
民
ク
ラ
ブ
平
成
31
年
度
政
策
要
求
！

市
民
ク
ラ
ブ
平
成
31
年
度
政
策
要
求
！

　

市
民
ク
ラ
ブ
は
10
月
９
日
、
中
・
長
期
的
視
点
に
立
ち
、

新
規
・
継
続
見
直
し
要
求
も
含
め
８
分
野
54
項
目
の
政
策
提

言
を
取
り
ま
と
め
、
田
上
市
長
に
対
し「
平
成
31
年
度
政
策
要

求
」を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
平
成
31
年
度
予
算
で
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題
」17

項
目
に
つ
い
て
、
市
長
・
担
当
部
局
に
対
し
そ
の
実
現
を
図
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　
（
具
体
的
に
は
井
上
重
久
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
）

〈
主
な
要
求
内
容
〉

◇
将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を

強
化
・
推
進
す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と

連
携
を
図
り
、
正
規
雇
用
の
拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
む
こ
と

◇
新
庁
舎
・
新
た
な
文
化
施
設
・Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
め
た
長
崎
駅

周
辺
整
備
と
民
間
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
計
画
等
大
型
事
業
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
先
と
の
連
携
の
も
と
、
完
成
後
の
交

通
体
系
な
ど
十
分
精
査
し
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
る
こ
と

◇
小
・
中
学
校
の
学
校
統
廃
合
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
・
保
護
者
の
意
向
も
尊
重
し
十
分
な
理
解
と
協
力
を

得
て
行
な
う
こ
と　

な
ど



補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
質
問（
要
旨
）

一
般
質
問（
要
旨
）

一
般
質
問（
要
旨
）

一
般
質
問（
要
旨
）

　

質
疑
の
概
要
、
意
見
・
要
望

は
、
井
上
重
久
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
議
会
報
告
）の
な
か
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ア
ク
セ

ス
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

長
崎
市
議
会
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
に
開
会
し

９
月
21
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。補
正
予
算
は
、

小
・
中
学
校
や
市
施
設
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
・
フ
ェ
ン
ス
に

取
り
換
え
る
対
策
費
、
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
費
な
ど
一
般
会
計

補
正
予
算
11
億
１
２
２
万
９
千
円
、
特
別
会
計
１
億
６
，３
３
２
万

円
の
総
額
12
億
６
，４
５
４
万
９
千
円
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
長
崎
市
が
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
西
側
で
計
画
し
て
い
る
交
流
拠
点

施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）の
整
備
・
運
営
を
担
う
予
定
の
特
別
目
的
会
社
と

事
業
実
施
の
正
式
契
約
を
結
ぶ
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
26
、
反
対
12
で

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
で
は
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
市
立
式
見
中
学
校
を

２
０
１
９
年
度
末
に
閉
校
し
、
近
隣
の
市
立
小
江
原
中
学
校
へ
統
合

す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
賛
成
33
、
反
対
６
で
可
決
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
の
認
定
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る「
長
崎

市
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
長
崎
市
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
工
事
）、
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
仁
田
佐
古

小
学
校
建
設
主
体
工
事
（2）
）な
ど
条
例
11
件
、予
算
６
件
、人
事
２
件
、

そ
の
他
８
件
、
報
告
４
件
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
議
員
提
出
の「
吉
原
日
出
夫
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決

議
に
つ
い
て
」は
、
政
務
活
動
費
の
新
た
な
不
正
受
給
が
９
月
20
日
に

発
覚
し
、
昨
年
の
６
月
、
今
年
６
月
に
続
き
３
回
目
の〝
辞
職
勧
告
決

議
〞を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
小
・
中
学
校
整
備
事
業
費

　

空
調
設
備
整
備

…

１
億
１
，５
２
０
万
円

　

市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

普
通
教
室
及
び
理
科
室
・
音
楽
室

等
の
特
別
教
室
に
新
た
に
空
調
設

備
を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
を
行

う
も
の
。

 

・
対
象
学
校
数　

小
学
校
60
校

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
36
校

◆
小
・
中
学
校
整
備
事
業
費

　

伊
良
林
小
校
舎
等
改
築

…

２
，８
０
０
万
円

　

仁
田
佐
古
小
校
舎
等
建
設

…

１
，２
９
０
万
円

　

外
海
中
学
校
校
舎
等
建
設

…

８
０
０
万
円

　

建
設
中
の
新
校
舎
に
お
い
て
、

普
通
教
室
及
び
理
科
室
に
新
た
に

空
調
設
備
を
整
備
す
る
経
費
を
増

額
す
る
も
の
。

　
◆
小
・
中
学
校
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
導
入
費

 …
 

４
，６
０
８
万
６
千
円

　

業
務
の
標
準
化
及
び
効
率
化
を

図
り
、
教
職
員
の
働
き
方
を
改
善

す
る
た
め
、
統
合
型
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
。

 

・
導
入
時
期　

平
成
31
年
１
月

◆
小
・
中
学
校
舎
等
維
持
補
修
費

…

１
億
３
６
４
万
７
千
円

　

市
立
小
・
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
に
つ
い
て
、
倒
壊
防
止
の
た

め
の
安
全
対
策
を
行
う
も
の
。

 
・
フ
ェ
ン
ス
取
替　

30
か
所

 

・
撤
去　

36
か
所

 

・
調
査　

１
７
３
か
所

　

そ
の
よ
う
な
中
、
組
織
や
人
員

体
制
の
適
正
化
、
業
務
の
ス
リ
ム

化
及
び
採
算
性
の
確
保
な
ど
提
言

を
受
け
、
し
尿
の
収
集
量
に
応
じ

た
し
尿
収
集
体
制
の
縮
小
な
ど
を

行
い
、
現
在
黒
字
経
営
が
続
い
て

い
る
。
今
後
も
し
尿
収
集
体
制
の

構
築
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
な
ど
経

営
の
合
理
化
に
つ
い
て
、
ク
リ
ー
ン

な
が
さ
き
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

（
環
境
部
）

回　

答
：
長
崎
市
地
産
地
消
振
興

公
社
は
、
農
業
及
び
地
域
の
振
興

を
図
る
た
め
、
農
地
流
動
化
及
び

耕
作
放
棄
地
の
解
消
策
で
あ
る
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
や
、
就

農
希
望
者
へ
実
践
的
な
栽
培
研
修

を
行
う
人
材
育
成
事
業
な
ど
の
公

的
な
事
業
、
農
水
産
物
直
売
所
運

営
事
業
を
合
わ
せ
て
運
営
し
て
お

り
、
民
営
化
は
可
能
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

民
営
化
の
検
討
は
、
農
水
産
物

直
売
所
の
民
営
化
を
単
体
で
検
討

す
る
の
で
は
な
く
、
平
成
29
年
度

策
定
し
た
長
崎
市
農
業
振
興
計
画

後
期
計
画
に
基
づ
き
、
地
産
地
消

振
興
公
社
が
担
う
公
益
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
、
農
水
産
物
直
売
所
の

民
営
化
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検

討
す
る
。（
水
産
農
林
部
）

斜
面
市
街
地
再
生
事
業
に

つ
い
て

質　

問
：
斜
面
市
街
地
再
生
事
業

８
地
区
の
進
捗
状
況
及
び
課
題
へ

の
対
応
は
？

回　

答
：
長
崎
市
で
は
、
斜
面
市

街
地
に
お
け
る
防
災
性
の
向
上
や

居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

平
成
７
年
度
か
ら「
斜
面
市
街
地

再
生
事
業
」に
着
手
し
て
い
る
が
、

事
業
に
は
多
く
の
家
屋
移
転
を
伴

う
こ
と
な
ど
か
ら
事
業
が
長
期
化

し
、
未
だ
着
手
し
て
い
な
い
路
線

も
あ
り
、
重
点
整
備
地
区
全
体
の

進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
５

割
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
着
手
し
て
い
る
道
路

の
整
備
状
況
は
、
水
の
浦
地
区
が

今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
南
大

浦
地
区
が
平
成
31
年
度
、
稲
佐
・

旭
地
区
が
平
成
32
年
度
、
立
山
地

区
が
平
成
36
年
度
の
完
成
を
目
指

し
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

か
ね
て
か
ら「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」と
の
意
見
交
換
で
、
事
業
の

着
手
時
期
が
未
定
で
あ
り
、
不
動

産
の
取
り
扱
い
に
悩
ん
で
い
る
等

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
平
成
24

年
度
に
未
着
手
路
線
の
地
権
者
の

方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
で
は
、
事

業
へ
の
協
力
を
示
さ
れ
た
方
が
約

３
割
に
止
ま
り
、
新
た
な
路
線
に

着
手
し
て
も
事
業
の
長
期
化
が
予

想
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
斜
面
市
街
地
再

生
事
業
は
、
現
在
施
工
中
の
生
活

道
路
の
着
実
な
完
成
に
努
め
、
併

せ
て
、「
車
み
ち
整
備
事
業
」や「
老

朽
危
険
空
き
家
」の
除
去
へ
の
支
援

な
ど
、
即
効
性
・
実
現
性
の
高
い

事
業
へ
転
換
す
る
方
向
で
、「
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」を
は
じ
め
関
係

機
関
と
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
を
早
急
に
進
め
る
。

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
つ
い
て

質　

問
：
モ
デ
ル
地
区
や
そ
れ
以

外
の
地
区
の
進
捗
状
況
、
取
り
組

み
が
進
ま
な
い
地
区
の
課
題
は
？

回　

答
：
平
成
30
年
度
は
、
式
見
、

ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
、
土
井
首
、
深
堀
、

茂
木
、
横
尾
の
６
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
く
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
モ
デ
ル
地
区
以
外
の
地
域
で

は
、
大
園
、
香
焼
、
戸
町
、
西
北
、

福
田
、
北
陽
、
晴
海
台
、
西
町
、

野
母
崎
樺
島
、
西
城
山
の
10
地
区

で
協
議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
委

員
会
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
現
状
の
把
握
や
、
将
来
像
、

必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
準
備
委
員
会
設
立
に
向

け
検
討
さ
れ
て
い
る
地
区
が
31
地

区
、
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
地
区

が
30
地
区
あ
る
。
検
討
に
至
っ
て

い
な
い
理
由
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
し
く
み
づ
く
り
に
つ
い
て
の

必
要
性
の
理
解
が
地
区
内
で
広

が
っ
て
い
な
い
」「
他
の
地
区
の
進
み

具
合
を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
」な

ど
地
区
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、

地
域
の
現
状
を
し
っ
か
り
聴
い
て
、

地
域
の
実
情
を
知
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
る
。

外
郭
団
体
の
運
営
に
つ
い
て

質　

問
：
長
崎
市
外
郭
団
体
等
経

営
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
て
の
検
討
状
況
は
？ 

回　

答
：
ク
リ
ー
ン
な
が
さ
き
の

前
身
で
あ
る
長
崎
衛
生
公
社
に
つ

い
て
、
し
尿
収
集
世
帯
の
減
少
や

散
在
化
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
末

に
累
積
債
務
が
17
億
円
を
超
え
る

経
営
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
し
尿
収
集
体
制
の
縮
小
、
早

期
退
職
制
度
の
実
施
及
び
給
与
水

準
の
見
直
し
な
ど
抜
本
的
改
善
に

取
り
組
み
、
平
成
24
年
に
長
崎
衛

生
公
社
を
解
散
し
、「
一
般
財
団
法

人
ク
リ
ー
ン
な
が
さ
き
」を
設
立
し

た
。

防災・居住環境など改善が図られた水の浦地区

飽の浦地区の車みち整備事業

福田小学校区地域コミニュティ第2回ワークショップ

20回目の登壇（平成30年9月10日、本会議場）

補正総額12億6,454万9千円、31の議案を可決・同意！補正総額12億6,454万9千円、31の議案を可決・同意！補正総額12億6,454万9千円、31の議案を可決・同意！
平成30年第3回定例会（9月議会）開催！


